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CTA大口径望遠鏡と焦点面カメラ

焦点面カメラ
• 検出面の有効直径 2.2 m

• 検出素子数(PMT数) 1855ピクセル

• ピクセルサイズ 5 cm(0.1 deg)

• 265個のPMTモジュールからなる

モジュールを差し込むホルダー

(スペインCIEMAT担当)

カメラはこのケースに収納される

(スペインCIEMAT担当)

鏡

LST
20 GeV-1 TeV

南北サイトに各4台

PMTモジュール
• ライトガイド…チェレンコフ光の集光率を向上させる

• PMT×7…FWHM<3 nsという高速度応答性と

平均40%以上の高量子効率

• 読み出し基板…波形のGHzサンプリング&低消費電力

のためにアナログメモリ”DRS4”を採用(S. Ritt et al.(2010))

2.2 m



ミニカメラ試験によるQuality Control

ミニカメラ

133ピクセル

IACの実験場

今年1月から、初号機用モジュールの組み立てと、19モジュール(133ピクセル)単位での全数の

品質管理試験中(モジュールの各パーツはスペインへの発送前に日本で品質管理されている。)

@スペイン北サイトの現地機関IAC(カナリア天体物理研究所)

日本グループも現地で

作業



試験項目(8個)
• オフセット電圧測定試験

• 長時間観測における動作安定性と温度変化の測定試験

• PMTへのHV=1400 Vでの1光電子測定試験

• 波高のPMT印加電圧依存性の測定試験

• Gainが4万倍となるHVでの1光電子測定試験

• レーザー光源を観測した際の波形の確認

• レーザー光量と測定電荷のLinearityの確認

• トリガーレート測定試験

→236モジュールが試験され、233モジュールが合格

→日本で試験された33モジュールとあわせて266モジュールが使用可能で、必要数の

265モジュールは確保できた

→今後9月まで予備分をIACにて試験、10月からカメラ全体組み上げと統合試験
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今後の建設予定とまとめ

まとめ
• CTAの低エネルギーレンジを受け持つLSTの焦点面カメラは265モジュール、

1855ピクセルからなる。

• 2017/1-2017/9 モジュール組み立てと133ピクセル単位での

品質管理試験(波形・線形性・安定性など)

→初号機全数分は確保、9月まで予備分を試験

• 2017/10-2018/2 カメラ全体組み上げ&統合試験@バルセロナIFAE

• 2018/3 ラパルマ島に輸送

• 2018/5 カメラを望遠鏡に取り付け

• 2018/6 初号機ファーストライト !

現在初号機用のレール敷設が完了し、

構造体が作られ始めている。


